20●年度●学期「経営学」課題レポート
学籍番号：81900000（自分の学籍番号に変更！）
氏名：経営太郎（自分の氏名に変更！）

【第1回課題（報告期限：●月●日）】

（1）次回以降で使用する教材
・●●（pdfファイル）
・●●（Youtube）
・●●（pdfファイル）
・その他

（2）課題レポートの提出前の質問方法
各回の報告期限の●●前までに、●●によって・・・・

（3）課題レポートの作成と保存形式について。
課題レポートは、マイクロソフトのWordで作成し、下記のファイル名で保存する。
「経営学の課題レポート（●●）.docx」（●●は自身の学籍番号）
ファイルは小分けせず、1つのファイルに追記更新していく。

（4）課題レポートの提出方法
更新した上記の「docx」ファイルをマイクロソフトのWordで開き、印刷機能を用いて、「pdf」形式で下記のファイル名で別に保存する。
「経営学の課題レポート（●●）.pdf」（●●は自身の学籍番号）
NUCTの課題提出において、このpdfファイルを添付して送信する。
（docx形式のワードファイルの添付は無効とする！）

（5）成績評価方法
●●・・・。

（6）レポート作成の注意事項
●●・・・。

（7）履修取り下げの方法
●●・・・。



【第2回課題（報告期限：●月●日）】

（下記の文章や数式は適当に書いた様式例なので全面的に書き換えること！）

確認テスト①　金利と債券
（１）金利と利回り（違いと関係） 
（参照資料・・・スライド1.1.1節pp.0-1、　スライド2.2.2節pp.3-4）　 
金利とは●●を●●したもので、●●毎に計測することができる。具体的には次式によって定義される。
　　　　　　(●)
ここでXは●●であり、AとBはそれぞれ●●と●●である。
一方、利回りは、・・・・
このように金利と利回りは、●●の関係を持ち、●●によって区別される。

（２）金利が上昇すると債券価格はどうなる?
（参照資料・・・スライド●.●.●節pp.●-●、　スライド●.●.●節pp.●-●）　 
金利は上記（●）式で定義される。一方、債券の価格は、・・・・

（３）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。


確認テスト②　効率的市場仮説
（１）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。

（２）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。
（３）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。


【第3回課題（報告期限：●月●日）】

確認テスト③　効用理論
（１）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。

（２）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。
（３）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。


確認テスト④　期待効用関数
（１）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。

（２）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。
（３）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。


確認テスト⑤　ポートフォリオ選択（1）
（１）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。

（２）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。
（３）・・・ 
（参照資料・・・）　 
●●・・・。


【第4回課題（報告期限：●月●日）】


【第5回課題（報告期限：●月●日）】




